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謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

木

　谷

　朝

　夫
さ
ん
（
下
池
原
）

十
一
月
十
七
日

逝
去

　
　

　享
年
八
十
六
才

勝

　平

　フ
サ
エ
さ
ん
（
佐
田
）

十
一
月
二
十
六
日

逝
去

　

　享
年
九
十
五
才

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

下
池
原
（
11
月
14
日
）

松

　本

　美
知
子

　さ
ん

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

奈
良
市
（
11
月
15
日
）

的

　場

　
　
　茂

　さ
ん

愛
知
県
名
古
屋
市
（
11
月
18
日
）

林

　
　
　
　
　弘

　さ
ん

　村内イルミネーションを継続するため、今年から実行団体「キナリエの会」が発足しました。村
民手作りのイベントを目指し、イルミネーションを通じて皆さまのつながりの場になればと考えて
おります。
　セレモニーは12月21日(土)を予定しておりますが、飾りつけ等イベント開催まで村民の皆さま
のご協力・ご参加をよろしくお願いします。
〈飾り付けイベントについて〉
日　　　時：12月14日(土)　午前９時から　※雨天の場合は12月15日(日)
場　　　所：下北山スポーツ公園 入口駐車場付近
お問合せ先：☎０７４６８－５－２１０１

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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11
月
２
日
（
土
）
と
11
月
３
日
（
日
）

の
２
日
間
、
保
育
所
体
育
館
に
お
き
ま

し
て
、
第
42
回
文
化
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
、
保
育
園
児
、
小
・
中
学

生
、
各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
や
婦
人
会

（
婦
人
学
級
）
の
作
品
を
は
じ
め
、
各

公
民
館
教
室
生
に
よ
る
陶
芸
、
書
道
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
作
品

の
他
、
英
会
話
教
室
の
作
品
、
下
北
山

の
歴
史
を
語
る
会
（
歴
史
教
室
）
に
加

え
、
本
年
度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

た
イ
ラ
ス
ト
教
室
の
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
一
般
参
加
の
方
か
ら
も
、
写

真
や
絵
画
、
工
作
品
、
寄
せ
植
え
等
数

多
く
出
展
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
日
に
は
例
年
好
評
の
地
元

物
産
販
売
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
太
鼓
教
室

の
受
講
生
に
よ
る
太
鼓
の
発
表
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
文
化
展
の
出
展
者
数
は
、
３

１
１
名
で
出
展
総
数
は
７
３
７
点
、
来

場
者
は
、
２
日
間
で
３
２
３
名
に
の
ぼ

り
、
熱
心
に
一
つ
一
つ
の
作
品
を
ご
覧

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ご
出
展
・
ご
来

場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
文
化
展
の
開
催
期
間
中
に
、

臨
時
開
館
し
ま
し
た
歴
史
民
俗
資
料
館

に
も
た
く
さ
ん
の
方
が
来
館
さ
れ
ま
し

た
。

第
42
回
文
化
展
開
催
　
芸
術
の
秋
　
文
化
に
ふ
れ
文
化
に
親
し
む

　
11
月
16
日
（
土
）、
ス
ポ
ー
ツ
公
園

若
者
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、
不
動

峠
地
蔵
堂
修
復
保
存
会
企
画
の
「
北
山

郷
・
不
動
峠
の
街
道
を
語
る
会
」
と
題

し
た
、
令
和
元
年
度
教
育
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
72
名
が
参
加

さ
れ
、
改
め
て
北
山
郷
の
歴
史
に
つ
い

て
学
び
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
発
表
さ
れ
た
講
演
者
は
不
動
峠
地
蔵

堂
修
復
保
存
会
よ
り
、　
脇
和
廣
さ
ん
、

山
本
恭
裕
さ
ん
、
田
中
進
さ
ん
、
熊
野

市
歴
史
民
俗
資
料
館
館
長
の
更
屋
好
年

さ
ん
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
て
い
る
上
村
恭
子
さ
ん
の
５

名
で
す
。

　11月２日（土）、村の文化展に合わせて、ものづくり体験を通じて村の文化を知っていただくイベントが村
内外の方々を対象に開催しました。
　今年で２回目のこのイベントでは、村内外の方々とのふれあいを大切にしたいという想いから、北山村、熊
野市からもワークショップ講師を招いたり、下北山の学生が開発したみそツッチーづくり教室を行うなど会場
は和やかな雰囲気に包まれていました。

　また今回は文化展、歴史民俗資料館、ぽこぽん図書館、BIYORIをめぐる
スタンプラリーも開催し、すべての施設を周って、村で文化の日を楽しむ参
加者もおられ来年も文化展と合わせて村の大切な文化を伝え、交流を生み、
掛け合わされるイベントの提案ができればと考えております。

ものづくりＢＩＹＯＲＩの開催

　
当
時
の
物
流
の
様
子
か
ら
、
不
動
峠

街
道
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
き
た

か
、
埋
も
れ
て
い
た
民
謡
の
紹
介
、
当

時
の
熊
野
市
神
川
町
神
上
の
様
子
、
北

和
地
域
か
ら
見
た
北
山
郷
な
ど
、
各
々

が
探
求
し
て
き
た
分
野
の
充
実
し
た
発

表
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
に
は
北
山
村
か
ら
借
用

し
た
様
々
な
筏
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
、

当
時
の
神
上
の
様
子
が
描
か
れ
た
、
畑

中
弘
生
さ
ん
作
の
「
ふ
る
さ
と
の
詩
が

聞
こ
え
る
詩
画
集
」
な
ど
、
貴
重
な
資

料
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
興
味
深
く

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

北
山
郷
・
不
動
峠
の
街
道
を
語
る
会

令
和
元
年
度
教
育
講
演
会
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11
月
16
日
（
土
）、
ス
ポ
ー
ツ
公
園

若
者
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、
不
動

峠
地
蔵
堂
修
復
保
存
会
企
画
の
「
北
山

郷
・
不
動
峠
の
街
道
を
語
る
会
」
と
題

し
た
、
令
和
元
年
度
教
育
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
72
名
が
参
加

さ
れ
、
改
め
て
北
山
郷
の
歴
史
に
つ
い

て
学
び
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
発
表
さ
れ
た
講
演
者
は
不
動
峠
地
蔵

堂
修
復
保
存
会
よ
り
、　
脇
和
廣
さ
ん
、

山
本
恭
裕
さ
ん
、
田
中
進
さ
ん
、
熊
野

市
歴
史
民
俗
資
料
館
館
長
の
更
屋
好
年

さ
ん
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
て
い
る
上
村
恭
子
さ
ん
の
５

名
で
す
。

　11月２日（土）、村の文化展に合わせて、ものづくり体験を通じて村の文化を知っていただくイベントが村
内外の方々を対象に開催しました。
　今年で２回目のこのイベントでは、村内外の方々とのふれあいを大切にしたいという想いから、北山村、熊
野市からもワークショップ講師を招いたり、下北山の学生が開発したみそツッチーづくり教室を行うなど会場
は和やかな雰囲気に包まれていました。

　また今回は文化展、歴史民俗資料館、ぽこぽん図書館、BIYORIをめぐる
スタンプラリーも開催し、すべての施設を周って、村で文化の日を楽しむ参
加者もおられ来年も文化展と合わせて村の大切な文化を伝え、交流を生み、
掛け合わされるイベントの提案ができればと考えております。

ものづくりＢＩＹＯＲＩの開催

　
当
時
の
物
流
の
様
子
か
ら
、
不
動
峠

街
道
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
き
た

か
、
埋
も
れ
て
い
た
民
謡
の
紹
介
、
当

時
の
熊
野
市
神
川
町
神
上
の
様
子
、
北

和
地
域
か
ら
見
た
北
山
郷
な
ど
、
各
々

が
探
求
し
て
き
た
分
野
の
充
実
し
た
発

表
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
に
は
北
山
村
か
ら
借
用

し
た
様
々
な
筏
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
、

当
時
の
神
上
の
様
子
が
描
か
れ
た
、
畑

中
弘
生
さ
ん
作
の
「
ふ
る
さ
と
の
詩
が

聞
こ
え
る
詩
画
集
」
な
ど
、
貴
重
な
資

料
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
興
味
深
く

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

北
山
郷
・
不
動
峠
の
街
道
を
語
る
会

令
和
元
年
度
教
育
講
演
会
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　関係人口とは、その地域に住んでいなくても、都市部から地域と関わりたい想いや、観光だけではなく地域
ともっと深く関わりたい人々のことを言います。本村では、移住・定住の促進とあわせて、関係人口創出事業
に取組んでいます。

　首都圏の人たちと下北山村との関わり方を探る、「奈良・下北山むらコトアカデミー」。10月20日に、東京の「奈
良まほろば館」で第4回目の講座が行われました。受講生たちが考えた下北山村との関わり方について、プラ
ンを事前発表しました。村民で、受講生のサポート役である山岡伸子さんや、奈良県庁の福野博昭さんによる
助言を受け、プランがより具体的になりました。
　そして、11月16日の最終のプラン発表会では、ソトコト編集長の指出さんや副村長も交え、各受講生のプ
ランの講評や修了証の授与を行いました。プランの中には、昔、山に入る人が弁当の持ち運びに使っていた「打
飼袋（うちがいぶくろ）」を作って身に着け、東京から下北山村を発信する案や、下北山村を題材とした映画
を制作し上映を行う案など、斬新でおもしろい内容がいくつも見られました。短期で実現できるもの、長期に
わたるもの、村へ足を運んでみるもの、東京からでもできるもの、プランの方針は人それぞれですが、発表会
を終え、受講生たちの下北山村への思いはより一層高まっている様子でした。
　さて、プラン発表会で終わるのが本事業の趣旨ではありません。これから、受講生と下北山村がどう繋がっ
ていくか、村民の方々との交流を大切にしながら事業を進めていきます。

　さらに、森で育む学生拠点創造プロジェクト
では、都市部の学生たちが村を訪れて、村民や
中学生たちとの交流や、空き家の一部解体に挑
戦しました。参加する学生が、短期滞在を通じ
て村への愛着を深めることで、継続的に村に関
わってもらえるよう進めていきます。
　今後、むらコトアカデミー受講生や学生プロ
ジェクト参加者が下北山村を訪れた際には、温
かく迎え入れていただければ幸いです。

下北山村と多様に関わる「関係人口」の取組みを進めています！

「奈良・下北山むらコトアカデミー」第４回講座・プラン発表会を開催

森で育む学生拠点創造プロジェクト

　
快
晴
の
下
、
恒
例
の
秋
季
高
齢
者
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
10
月
23
日

（
水
）、
池
の
平
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
村
内
の
高
齢
者
54
名
が
参
加

さ
れ
、
２
コ
ー
ス
の
計
16
ホ
ー
ル
で
技

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
２
回

決
め
た
山
岡
み
ど
り
さ
ん
が
見
事
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。
ス
コ
ア
は
、
１
回
目

19
、
２
回
目
24
、
合
計
43
で
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、上
位
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

優
　
勝
　
　
山
岡
　
み
ど
り

準
優
勝
　
　
松
村
　
俊
枝

三
　
位
　
　
亀
田
　
義
清（

敬
称
略
）

【
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
採
用
試
験
】

◇
応
募
資
格

　
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
校

卒
業
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
修
了
者

◇
試
験
日

第
１
次
試
験
：

　
令
和
２
年
１
月
18
日
（
土
）

第
２
次
試
験
：

　
令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）
か

ら
２
月
３
日
（
月
）
ま
で
の
間
の

指
定
す
る
１
日

◇
受
付

　
令
和
元
年
11
月
１
日
（
金
）
か
ら

令
和
２
年
１
月
６
日（
月
）ま
で（
締

切
日
必
着
）

【
防
衛
省
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験
】

◇
採
用
種
目

　
①
陸
上
自
衛
隊
自
衛
官
候
補
生

　
②
航
空
自
衛
隊
自
衛
官
候
補
生

◇
応
募
資
格

　
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
方

◇
試
験
日
（※
変
更
・
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

令
和
元
年
度
秋
季
高
齢
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

山
岡
み
ど
り
さ
ん
が
優
勝
！

　
①
令
和
元
年
12
月
７
日
（
土
）、

　
②
令
和
２
年
１
月
26
日
（
日
）、

　
③
令
和
２
年
２
月
16
日
（
日
）

◇
受
付
・
お
問
合
せ

　
試
験
に
関
す
る
こ
と
や
自
衛
隊
に

関
す
る
こ
と
は
、
こ
ち
ら
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五
條
地

域
事
務
所

☎
０
７
４
７
ー
２
２
ー
３
７
８
９

住
所
：
五
條
市
今
井
５
丁
目
１
ー
12

自
衛
隊
採
用
試
験
の
ご
案
内

見事優勝された山岡みどりさん
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ランの講評や修了証の授与を行いました。プランの中には、昔、山に入る人が弁当の持ち運びに使っていた「打
飼袋（うちがいぶくろ）」を作って身に着け、東京から下北山村を発信する案や、下北山村を題材とした映画
を制作し上映を行う案など、斬新でおもしろい内容がいくつも見られました。短期で実現できるもの、長期に
わたるもの、村へ足を運んでみるもの、東京からでもできるもの、プランの方針は人それぞれですが、発表会
を終え、受講生たちの下北山村への思いはより一層高まっている様子でした。
　さて、プラン発表会で終わるのが本事業の趣旨ではありません。これから、受講生と下北山村がどう繋がっ
ていくか、村民の方々との交流を大切にしながら事業を進めていきます。

　さらに、森で育む学生拠点創造プロジェクト
では、都市部の学生たちが村を訪れて、村民や
中学生たちとの交流や、空き家の一部解体に挑
戦しました。参加する学生が、短期滞在を通じ
て村への愛着を深めることで、継続的に村に関
わってもらえるよう進めていきます。
　今後、むらコトアカデミー受講生や学生プロ
ジェクト参加者が下北山村を訪れた際には、温
かく迎え入れていただければ幸いです。

下北山村と多様に関わる「関係人口」の取組みを進めています！

「奈良・下北山むらコトアカデミー」第４回講座・プラン発表会を開催

森で育む学生拠点創造プロジェクト

　
快
晴
の
下
、
恒
例
の
秋
季
高
齢
者
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
10
月
23
日

（
水
）、
池
の
平
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
村
内
の
高
齢
者
54
名
が
参
加

さ
れ
、
２
コ
ー
ス
の
計
16
ホ
ー
ル
で
技

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
２
回

決
め
た
山
岡
み
ど
り
さ
ん
が
見
事
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。
ス
コ
ア
は
、
１
回
目

19
、
２
回
目
24
、
合
計
43
で
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、上
位
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次
の
方
々
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。
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俊
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亀
田
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称
略
）
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上
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衛
隊
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等
工
科
学
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採
用
試
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】
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格

　
令
和
２
年
４
月
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現
在
、
15
歳

以
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17
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満
の
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子
で
、
中
学
校

卒
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又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
修
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者
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試
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第
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次
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２
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１
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18
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第
２
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和
２
年
１
月
31
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（
金
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か
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２
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月
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ま
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間
の

指
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す
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１
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◇
受
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令
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元
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定
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変
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中
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あ
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令
和
元
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秋
季
高
齢
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グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

山
岡
み
ど
り
さ
ん
が
優
勝
！
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令
和
元
年
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月
７
日
（
土
）、

　
②
令
和
２
年
１
月
26
日
（
日
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③
令
和
２
年
２
月
16
日
（
日
）

◇
受
付
・
お
問
合
せ

　
試
験
に
関
す
る
こ
と
や
自
衛
隊
に

関
す
る
こ
と
は
、
こ
ち
ら
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五
條
地

域
事
務
所

☎
０
７
４
７
ー
２
２
ー
３
７
８
９

住
所
：
五
條
市
今
井
５
丁
目
１
ー
12

自
衛
隊
採
用
試
験
の
ご
案
内

見事優勝された山岡みどりさん
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活
動
そ
の
１

　
林
業
の
季
節
が
は
じ
ま
る
10
月
よ

り
、自
伐
型
林
業
の
先
生
と
し
て
吉
野
・

清
光
林
業
か
ら
独
立
さ
れ
た
、
岡
橋
一

嘉
さ
ん
に
週
に
一
度
来
村
い
た
だ
き
学

ん
で
い
ま
す
。
間
伐
す
る
時
の
木
の
選

び
方
（
選
木
）、
木
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
に
大
切
に
扱
う
こ
と
、
道
づ
く
り
の

時
の
ユ
ン
ボ
の
扱
い
方
の
コ
ツ
等
、
技

術
だ
け
で
は
な
く
山
と
向
き
合
う
姿
勢

を
学
ん
で
い
ま
す
。
選
木
で
は
明
ら
か

に
今
切
る
木
だ
と
す
ぐ
に
わ
か
る
も

の
、
周
り
の
木
と
の
関
係
を
観
察
し
、

こ
れ
か
ら
を
期
待
し
あ
え
て
残
す
木
も

　
去
る
11
月
１
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
第
52
回
奈
良
県
民
生
委
員
児
童

委
員
大
会
に
お
い
て
、
浦
向
区
担
当
の

田
ノ
下
洋
子
さ
ん
が
民
生
委
員
・
児
童

委
員
功
労
者
表
彰
【
知
事
表
彰
】
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
亘
り
地
域
社

会
に
お
け
る
住
民
の
最
も
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
の
役
割
を
も
つ
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
方
が
受
賞
す
る
も
の

で
、
田
ノ
下
洋
子
さ
ん
は
５
期
15
年
も

の
間
、
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
も
村
民
の
よ
き
相
談
相
手
と
し

て
、
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

あ
っ
た
り
。
残
す
と
決
め
た
木
の
何
十

年
と
生
き
て
い
く
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
観

察
す
る
大
切
さ
。
広
い
長
い
視
野
を
持

ち
な
が
ら
今
何
を
す
べ
き
な
の
か
を
問

い
な
が
ら
森
づ
く
り
道
づ
く
り
の
学
び

は
春
ま
で
続
き
ま
す
。

活
動
そ
の
２

　
９
月
25
日
全
国
で
広
ま
っ
て
い
る
木

の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
伝
道
師
丹
羽
さ

ん
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
様
々
な
意

見
が
出
た
こ
の
会
を
き
っ
か
け
に
ま
ず

は
一
度
、
有
志
で
森
に
入
っ
て
み
よ
う

と
11
月
９
日
に
薪
づ
く
り
の
会
を
開

催
！
軽
ト
ラ
で
乗
り
合
わ
せ
山
に
入

り
、
風
で
倒
れ
て
し
ま
っ
た
木
を
山
主

さ
ん
が
測
り
、
林
業
の
大
先
輩
が
木
を

切
り
協
力
隊
が
運
び
出
し
、
先
輩
方
か

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

表
彰
を
田
ノ
下
洋
子
さ
ん
が
受
賞

ら
薪
割
り
の
コ
ツ
を
教
わ
り
薪
づ
く
り

に
励
む
若
者
た
ち
。
見
事
な
役
割
分
担

で
〝
み
ん
な
で
や
る
楽
し
さ
〞
が
そ
こ

に
は
あ
り
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
ま
ま
の

木
を
森
か
ら
出
す
、
森
が
綺
麗
に
な
り

そ
の
木
は
誰
か
を
暖
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
活
動
は
続
け
て
い
き
ま
す
。

ご
興
味
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！

　
８
月
に
お
送
り
し
た
山
主
様
向
け
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
皆

様
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
現
在
集
計
中
で
す
の
で
、
ま
た
機
会

を
設
け
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
　
自
伐
型
林
業
協
力
隊

森
づ
く
り
担
当
：
河
野
）

下
北
山
の
森
か
ら

〜
自
伐
型
林
業
協
力
隊
の

　
　
日
々
の
活
動
を
お
届
け
〜
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今月号の協力隊のつぶやきは
小野と草野が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その80

小野：こんにちは。小野正晴です。自伐型林業担当の協力隊と
してこの村に暮らし始めて２年半が過ぎました。協力隊として
の立場でこの村にいられるのもあと数か月です。現在は、任期
終了後も村で暮らしていけるように、寺垣内地区にてカフェを
開業すべく、日々大工作業に勤しんでおります。基礎の生コン
打ちなど特に人手がいる時には助っ人も頼みつつ、基本的には
設計、墨付けから全ての工程を出来るだけ自分でやってみよう
と、私一人で建てております。大工仕事は素人ですが、独学で
勉強しながら何とか形が見えてきたところです。
　このカフェは通称「薪カフェ」と言います。ガスも使いますが、暖房や調理に薪を使います。山と関
わることで得られる薪という資源を活用してカフェをしたり、村の木を林産加工所で曳いてもらい、そ
の材を使って自分で建物を建てたり。こうして「薪カフェ」を作り出すこと自体が、今の自分に出来る
自伐型林業の一つだと考えています。林業というと大きくて難しいですが、村の資源と暮らしのための
生業が、無理なく一つに繋がる場を形にしたくてやっています。
　ところで私、困っていることがあります。「薪カフェ」と称し、薪を使うためにカフェを作り始めた
ものの、どうも建てるので精いっぱい。肝心の薪づくりが追いついていません。このままでは、来年春
のオープン予定に薪調達が間に合いません。ここで村民の皆様にお願いです。ぜひ薪を私に恵んで下さ
いませ！カフェが軌道に乗れば、石窯ピザや薪焙煎コーヒーになって返ってくるかもしれません。任期
を無事全うし、来春からの新生活をスタートしていけるよう日々前進してまいります。

草野：こんにちは。村報ではご無沙汰しています、草野です。え？という反応もまだまだ頂きますが、
この夏に結婚しまして渡部→草野に姓が変わりました。まあ今まで通り「みなみちゃん」と気軽に呼ん
でいただければ幸いです。早いもので、この11月で下北山村に来て８年目に入りました。と言っても
わたしの場合、間にオーストラリアに丸２年戻ったりでその前後も合わせると３年近いブランクがあり

ますが、心はいつも下北山村に。現在は隣県で農業研修を受
けている関東出身の旦那さんも、終わり次第村に来てくれる
予定です。来年春を前にして生まれるお腹の赤ちゃんと共に、
３人仲良く村で暮らせる日を楽しみにしながらマイペースに
お仕事をさせてもらっている今日この頃です。
　さて、今年も残すところあとわずか。私生活の方での変化
も大きかった2019年ですが、今年気になったこととしてはや
はり、気候の変化でしょうか。幸運なことに大きな災害に見
舞われなかった本村でも、草の伸びが早い、雨が多くて例年
通り野菜が育たない、いつまでも暖かくて冬野菜ができない、
山に食べるものが無くて熊が民家近くまで下りてきた・・など
など、地球規模の気候変動の影響をもろに受けている実感が
あります。
　できることを、できるところから。「土曜朝市」にお越しの
みなさまには、環境負荷の大きいレジ袋の削減のためにも「マ
イバック」「マイお買物かご」ご持参をお願いしております!!
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。

（
産
業
建
設
課
　
自
伐
型
林
業
協
力
隊

森
づ
く
り
担
当
：
河
野
）

下
北
山
の
森
か
ら

〜
自
伐
型
林
業
協
力
隊
の

　
　
日
々
の
活
動
を
お
届
け
〜
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今月号の協力隊のつぶやきは
小野と草野が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その80

小野：こんにちは。小野正晴です。自伐型林業担当の協力隊と
してこの村に暮らし始めて２年半が過ぎました。協力隊として
の立場でこの村にいられるのもあと数か月です。現在は、任期
終了後も村で暮らしていけるように、寺垣内地区にてカフェを
開業すべく、日々大工作業に勤しんでおります。基礎の生コン
打ちなど特に人手がいる時には助っ人も頼みつつ、基本的には
設計、墨付けから全ての工程を出来るだけ自分でやってみよう
と、私一人で建てております。大工仕事は素人ですが、独学で
勉強しながら何とか形が見えてきたところです。
　このカフェは通称「薪カフェ」と言います。ガスも使いますが、暖房や調理に薪を使います。山と関
わることで得られる薪という資源を活用してカフェをしたり、村の木を林産加工所で曳いてもらい、そ
の材を使って自分で建物を建てたり。こうして「薪カフェ」を作り出すこと自体が、今の自分に出来る
自伐型林業の一つだと考えています。林業というと大きくて難しいですが、村の資源と暮らしのための
生業が、無理なく一つに繋がる場を形にしたくてやっています。
　ところで私、困っていることがあります。「薪カフェ」と称し、薪を使うためにカフェを作り始めた
ものの、どうも建てるので精いっぱい。肝心の薪づくりが追いついていません。このままでは、来年春
のオープン予定に薪調達が間に合いません。ここで村民の皆様にお願いです。ぜひ薪を私に恵んで下さ
いませ！カフェが軌道に乗れば、石窯ピザや薪焙煎コーヒーになって返ってくるかもしれません。任期
を無事全うし、来春からの新生活をスタートしていけるよう日々前進してまいります。

草野：こんにちは。村報ではご無沙汰しています、草野です。え？という反応もまだまだ頂きますが、
この夏に結婚しまして渡部→草野に姓が変わりました。まあ今まで通り「みなみちゃん」と気軽に呼ん
でいただければ幸いです。早いもので、この11月で下北山村に来て８年目に入りました。と言っても
わたしの場合、間にオーストラリアに丸２年戻ったりでその前後も合わせると３年近いブランクがあり

ますが、心はいつも下北山村に。現在は隣県で農業研修を受
けている関東出身の旦那さんも、終わり次第村に来てくれる
予定です。来年春を前にして生まれるお腹の赤ちゃんと共に、
３人仲良く村で暮らせる日を楽しみにしながらマイペースに
お仕事をさせてもらっている今日この頃です。
　さて、今年も残すところあとわずか。私生活の方での変化
も大きかった2019年ですが、今年気になったこととしてはや
はり、気候の変化でしょうか。幸運なことに大きな災害に見
舞われなかった本村でも、草の伸びが早い、雨が多くて例年
通り野菜が育たない、いつまでも暖かくて冬野菜ができない、
山に食べるものが無くて熊が民家近くまで下りてきた・・など
など、地球規模の気候変動の影響をもろに受けている実感が
あります。
　できることを、できるところから。「土曜朝市」にお越しの
みなさまには、環境負荷の大きいレジ袋の削減のためにも「マ
イバック」「マイお買物かご」ご持参をお願いしております!!
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年
末
年
始
に
注
意
し
て

欲
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

☆
防
犯
対
策
を
し
っ
か
り

　
年
末
年
始
は
誰
し
も
気
持
ち
よ
く
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
が
、「
○
○
市
で

強
盗
被
害
が
あ
り
ま
し
た
、○
○
町
で

空
き
巣
被
害
が
あ
り
ま
し
た
」
等
の

ニ
ュ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

•
自
宅
の
戸
締
り
を
確
実
に
す
る

•
現
金
や
貴
金
属
類
は
人
目
に
つ
か
な

い
場
所
へ

•
不
審
な
人
物
や
、
不
審
車
両
を
見
か

け
た
ら
警
察
へ
通
報
す
る

☆
火
の
始
末
は
確
実
に

　
暖
を
取
る
た
め
の
ス
ト
ー
ブ
等
の
火

や
、
料
理
に
使
う
コ
ン
ロ
の
火
、
タ
バ

コ
（
寝
タ
バ
コ
）
の
火
等
、
火
の
始
末

に
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

駐在さん通信駐在さん通信

　
奈
良
県
下
に
お
け
る
、
本
年
10
月
31

日
現
在
ま
で
の
特
殊
詐
欺
被
害
状
況
は

１
４
０
件
、
被
害
総
額
１
億
８
４
８
７

万
円
。

　
吉
野
署
管
内
は
３
件
、
被
害
総
額
６

４
７
万
円
で
す
。

　
幸
い
に
も
下
北
山
村
で
の
被
害
は
、

今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
審
な

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と
度
々
耳
に
し

ま
す
の
で
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

•
身
に
覚
え
の
な
い
電
話
は
相
手
に
し

な
い

•
少
し
で
も
「
お
か
し
い
」「
変
だ
」

と
思
え
ば
相
談
、
す
ぐ
に
連
絡

　
仕
事
の
総
仕
上
げ
や
、
年
末
年
始
の

準
備
等
、
公
私
と
も
に
忙
し
く
な
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
自
動
車
や
バ
イ
ク
の
運
転
に
際
し
て

は
、
時
間
や
気
持
ち
に
余
裕
を
持
っ
た

運
転
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
急
い
で
い
た
り
焦
っ
て
い
て
も
、
ひ

と
た
び
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
時
に
は

「
落
ち
着
い
た
安
全
運
転
」
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
年
末
に
な
れ
ば
飲
酒
の
機
会

特
殊
詐
欺
被
害
増
加

　
去
る
10
月
30
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ

た
、
令
和
元
年
度
近
畿
優
良
警
察
職
員

に
感
謝
の
会
（
大
阪
市
・
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ

ル
大
阪
）
に
お
い
て
本
村
の
寺
垣
内
駐

在
所
濟
木
巡
査
部
長
に
近
畿
警
察
官

友
の
会
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
感
謝
状
は
長
年
に
わ
た
り
地
域

住
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
安
全
な
地
域

づ
く
り
に
献
身
的
に
貢
献
し
た
功
績
が

称
え
ら
れ
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

近
畿
管
内
で
奈
良
県
で
は
濟
木
巡
査
部

長
を
含
め
２
名
の
方
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
今
後
も
、
更
な
る
地
域
安
全
活
動
の

推
進
に
ご
助
力
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

も
増
え
て
き
ま
す
。

　「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら

飲
ま
な
い
」
の
心
構
え
で
飲
酒
運
転
を

追
放
し
ま
し
ょ
う
。

　
テ
レ
ビ
等
で
「
あ
お
り
運
転
車
両
」

の
行
動
を
録
画
し
て
い
る
映
像
が
流
れ

て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
こ
れ
は
、
車
に
設
置
さ
れ
た
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
録
画
さ
れ
た
映
像
で

す
。

　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、
事
故
に

あ
っ
た
時
に
自
分
が
「
安
全
運
転
」
を

し
て
い
た
証
拠
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
奈
良
県
下
で
発
生
し
て

い
る
「
あ
た
り
屋
被
害
」
を
確
認
す
る

上
で
の
証
拠
と
な
る
こ
と
か
ら
、
設
置

を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
に
遭
遇
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

設
置
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い

近
畿
警
察
官
友
の
会
よ
り

寺
垣
内
駐
在
所
濟
木
巡
査
部
長
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

POWER

　
早
い
も
の
で
今
年
も
年
の
瀬
が
近
づ

き
、
年
末
年
始
の
準
備
を
始
め
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
忙
し
く
な
る
と
睡
眠
・
休
養
が
十
分

に
と
れ
ず
体
調
を
崩
さ
れ
る
方
が
急
増

し
ま
す
。
寒
さ
に
負
け
ず
、
天
気
の
い

い
日
中
に
は
な
る
べ
く
外
で
体
を
動
か

し
、
健
康
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い

ね
！

◎
こ
こ
ろ
も
か
ら
だ
も
若
返
る
！
健
康

ダ
イ
エ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

　
そ
の
食
生
活
を
続
け
て
い
て
大
丈
夫

で
す
か
？
時
間
短
縮
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
伝

授
！
お
い
し
く
食
べ
て
、
美
し
く
痩
せ

る
コ
ツ
を
お
伝
え
し
ま
す
。
調
理
実
習

も
し
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
18
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

　
風
し
ん
の
予
防
接
種
は
、
現
在
、
予

防
接
種
法
に
基
づ
き
公
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
公
的
な
接
種
を
受

け
る
機
会
が
な
か
っ
た
昭
和
37
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
の
間
に

生
ま
れ
た
男
性
は
、
抗
体
保
有
率
が
他

の
世
代
に
比
べ
て
低
く(

約
80
％)

な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
２
０
２
２
年

３
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
限
り
、
昭
和

37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１

日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
を
風
し
ん
の

定
期
接
種
の
対
象
者
と
し
、
ク
ー
ポ
ン

券
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
の

方
は
、
お
届
け
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
を
利

用
し
て
、
ま
ず
抗
体
検
査
を
受
け
て
い

た
だ
き
、
抗
体
検
査
の
結
果
、
十
分
な

量
の
抗
体
が
な
い
方
は
、
定
期
接
種
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
本
事
業
に
参
加
し
て
い
る
全
国
の
医

療
機
関
等
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
で

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
☎
６―
０
１
３
０
】

10
月
18
日
（
金
）
に
、
下
北
山
保
育

所
の
園
児
と
保
護
者
で
熊
野
市
方
面
に

園
外
保
育
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
で

熊
野
市
に
向
か
う
ほ
ど
雨
が
強
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
最
初
に
社
会
見
学
と
し
て
熊
野
市
消

防
本
部
に
行
き
、
消
防
士
の
皆
さ
ん
に

消
防
署
の
仕
事
内
容
な
ど
を
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
滅
多
に
入

る
こ
と
が
出
来
な
い
指
令
室
が
見
え
る

部
屋
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昼
食
後
は
、
山
崎
運
動
公
園
内
に
あ

る
「
ち
び
っ
こ
木
造
ふ
れ
あ
い
施
設
」

で
ゲ
ー
ム
な
ど
し
て
親
子
の
触
れ
合
い

を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

【
各
種
お
申
込
み
】

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
６－

０
０
１
５

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

※

要
事
前
申
込
み

　
送
迎
あ
り
（
要
予
約
）

◎「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会
」

　
相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心

の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
話
い
た
だ
い

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
２
名

【
日
時
】
12
月
21
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

２
０
２
２
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年

間
に
限
り
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防

接
種
を
公
費
（
自
己
負
担
無
料
）
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

園
外
保
育
に
行
っ
て
き
ま
し
た消防士の皆さんと一緒に記念撮影

を
楽
し
み
ま
し
た
。

消防士の皆さんと一緒に記念撮影
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年
末
年
始
に
注
意
し
て

欲
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

☆
防
犯
対
策
を
し
っ
か
り

　
年
末
年
始
は
誰
し
も
気
持
ち
よ
く
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
が
、「
○
○
市
で

強
盗
被
害
が
あ
り
ま
し
た
、○
○
町
で

空
き
巣
被
害
が
あ
り
ま
し
た
」
等
の

ニ
ュ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

•
自
宅
の
戸
締
り
を
確
実
に
す
る

•
現
金
や
貴
金
属
類
は
人
目
に
つ
か
な

い
場
所
へ

•
不
審
な
人
物
や
、
不
審
車
両
を
見
か

け
た
ら
警
察
へ
通
報
す
る

☆
火
の
始
末
は
確
実
に

　
暖
を
取
る
た
め
の
ス
ト
ー
ブ
等
の
火

や
、
料
理
に
使
う
コ
ン
ロ
の
火
、
タ
バ

コ
（
寝
タ
バ
コ
）
の
火
等
、
火
の
始
末

に
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

駐在さん通信駐在さん通信

　
奈
良
県
下
に
お
け
る
、
本
年
10
月
31

日
現
在
ま
で
の
特
殊
詐
欺
被
害
状
況
は

１
４
０
件
、
被
害
総
額
１
億
８
４
８
７

万
円
。

　
吉
野
署
管
内
は
３
件
、
被
害
総
額
６

４
７
万
円
で
す
。

　
幸
い
に
も
下
北
山
村
で
の
被
害
は
、

今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
審
な

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と
度
々
耳
に
し

ま
す
の
で
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

•
身
に
覚
え
の
な
い
電
話
は
相
手
に
し

な
い

•
少
し
で
も
「
お
か
し
い
」「
変
だ
」

と
思
え
ば
相
談
、
す
ぐ
に
連
絡

　
仕
事
の
総
仕
上
げ
や
、
年
末
年
始
の

準
備
等
、
公
私
と
も
に
忙
し
く
な
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
自
動
車
や
バ
イ
ク
の
運
転
に
際
し
て

は
、
時
間
や
気
持
ち
に
余
裕
を
持
っ
た

運
転
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
急
い
で
い
た
り
焦
っ
て
い
て
も
、
ひ

と
た
び
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
時
に
は

「
落
ち
着
い
た
安
全
運
転
」
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
年
末
に
な
れ
ば
飲
酒
の
機
会

特
殊
詐
欺
被
害
増
加

　
去
る
10
月
30
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ

た
、
令
和
元
年
度
近
畿
優
良
警
察
職
員

に
感
謝
の
会
（
大
阪
市
・
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ

ル
大
阪
）
に
お
い
て
本
村
の
寺
垣
内
駐

在
所
濟
木
巡
査
部
長
に
近
畿
警
察
官

友
の
会
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
感
謝
状
は
長
年
に
わ
た
り
地
域

住
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
安
全
な
地
域

づ
く
り
に
献
身
的
に
貢
献
し
た
功
績
が

称
え
ら
れ
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

近
畿
管
内
で
奈
良
県
で
は
濟
木
巡
査
部

長
を
含
め
２
名
の
方
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
今
後
も
、
更
な
る
地
域
安
全
活
動
の

推
進
に
ご
助
力
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

も
増
え
て
き
ま
す
。

　「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら

飲
ま
な
い
」
の
心
構
え
で
飲
酒
運
転
を

追
放
し
ま
し
ょ
う
。

　
テ
レ
ビ
等
で
「
あ
お
り
運
転
車
両
」

の
行
動
を
録
画
し
て
い
る
映
像
が
流
れ

て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
こ
れ
は
、
車
に
設
置
さ
れ
た
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
録
画
さ
れ
た
映
像
で

す
。

　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、
事
故
に

あ
っ
た
時
に
自
分
が
「
安
全
運
転
」
を

し
て
い
た
証
拠
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
奈
良
県
下
で
発
生
し
て

い
る
「
あ
た
り
屋
被
害
」
を
確
認
す
る

上
で
の
証
拠
と
な
る
こ
と
か
ら
、
設
置

を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
に
遭
遇
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

設
置
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い

近
畿
警
察
官
友
の
会
よ
り

寺
垣
内
駐
在
所
濟
木
巡
査
部
長
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

POWER

　
早
い
も
の
で
今
年
も
年
の
瀬
が
近
づ

き
、
年
末
年
始
の
準
備
を
始
め
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
忙
し
く
な
る
と
睡
眠
・
休
養
が
十
分

に
と
れ
ず
体
調
を
崩
さ
れ
る
方
が
急
増

し
ま
す
。
寒
さ
に
負
け
ず
、
天
気
の
い

い
日
中
に
は
な
る
べ
く
外
で
体
を
動
か

し
、
健
康
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い

ね
！

◎
こ
こ
ろ
も
か
ら
だ
も
若
返
る
！
健
康

ダ
イ
エ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

　
そ
の
食
生
活
を
続
け
て
い
て
大
丈
夫

で
す
か
？
時
間
短
縮
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
伝

授
！
お
い
し
く
食
べ
て
、
美
し
く
痩
せ

る
コ
ツ
を
お
伝
え
し
ま
す
。
調
理
実
習

も
し
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
18
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

　
風
し
ん
の
予
防
接
種
は
、
現
在
、
予

防
接
種
法
に
基
づ
き
公
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
公
的
な
接
種
を
受

け
る
機
会
が
な
か
っ
た
昭
和
37
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
の
間
に

生
ま
れ
た
男
性
は
、
抗
体
保
有
率
が
他

の
世
代
に
比
べ
て
低
く(

約
80
％)

な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
２
０
２
２
年

３
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
限
り
、
昭
和

37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１

日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
を
風
し
ん
の

定
期
接
種
の
対
象
者
と
し
、
ク
ー
ポ
ン

券
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
の

方
は
、
お
届
け
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
を
利

用
し
て
、
ま
ず
抗
体
検
査
を
受
け
て
い

た
だ
き
、
抗
体
検
査
の
結
果
、
十
分
な

量
の
抗
体
が
な
い
方
は
、
定
期
接
種
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
本
事
業
に
参
加
し
て
い
る
全
国
の
医

療
機
関
等
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
で

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
☎
６―

０
１
３
０
】

10
月
18
日
（
金
）
に
、
下
北
山
保
育

所
の
園
児
と
保
護
者
で
熊
野
市
方
面
に

園
外
保
育
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
で

熊
野
市
に
向
か
う
ほ
ど
雨
が
強
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
最
初
に
社
会
見
学
と
し
て
熊
野
市
消

防
本
部
に
行
き
、
消
防
士
の
皆
さ
ん
に

消
防
署
の
仕
事
内
容
な
ど
を
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
滅
多
に
入

る
こ
と
が
出
来
な
い
指
令
室
が
見
え
る

部
屋
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昼
食
後
は
、
山
崎
運
動
公
園
内
に
あ

る
「
ち
び
っ
こ
木
造
ふ
れ
あ
い
施
設
」

で
ゲ
ー
ム
な
ど
し
て
親
子
の
触
れ
合
い

を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

【
各
種
お
申
込
み
】

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
６－

０
０
１
５

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

※

要
事
前
申
込
み

　
送
迎
あ
り
（
要
予
約
）

◎「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会
」

　
相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心

の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
話
い
た
だ
い

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
２
名

【
日
時
】
12
月
21
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

２
０
２
２
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年

間
に
限
り
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防

接
種
を
公
費
（
自
己
負
担
無
料
）
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

園
外
保
育
に
行
っ
て
き
ま
し
た消防士の皆さんと一緒に記念撮影

を
楽
し
み
ま
し
た
。

消防士の皆さんと一緒に記念撮影



　
舞
台
照
明
装
置
が
原
因
の
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
舞
台
照
明
装
置
は
適
切
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

•
器
具
の
取
付
は
大
丈
夫
で
す
か
？

•
舞
台
演
出
以
外
の
用
途
に
使
用
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

•
燃
え
や
す
い
も
の
が
近
く
に
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　「
防
火
物
品
」
で
あ
っ
て
も
年
数
が

経
過
し
て
い
れ
ば
簡
単
に
燃
え
る
こ
と

が
あ
り
、
舞
台
幕
・
ど
ん
帳
も
注
意
が

必
要
で
す
。

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
吉
野
消
防
署

警
防
課 

調
査
係

☎
０
７
４
６―

３
２―

１
０
１
１

　今年もいよいよ終わりが近づいてきました。年末年始は火気を扱う機会が増えるため、全国的に
も火災が発生しやすくなる時期です。年末年始の大掃除をきっかけに、身の回りの防火対策につい
て見直しましょう。

コンセント周辺の清掃
　冷蔵庫やテレビ、洗濯機などの大型家電製品の裏側など、長年使い続けているものや普段掃
除しない場所では、ホコリが溜まりやすくなっています。このホコリがコンセントとプラグの
隙間で漏電し、発火することがあります。これをトラッキング現象といいます。
　電源プラグを抜き、乾いた布でホコリを取り除いたり、トラッキング現象防止機能が備わっ
たプラグやタップに変更するなどの対策をとりましょう。

建物周辺の整理
　毎年、火災原因の上位には「放火」、「放火の疑い」が入っています。
　建物周辺には新聞紙やダンボールなどの燃えやすいものは置かず、放火させない環境を作り
ましょう。

住宅用火災警報器の点検
　住宅用火災警報器は正常に作動していますか？
　耐用年数は約10年ですので、設置から10年以上経過しているご家庭は、交換を検討してく
ださい。また、この際に電池切れ等がないかも確認しましょう。

　以上の点を参考に皆さんで防火対策を行いましょう。
年末年始は休日も多く、気の緩みやすい時期でもあります。火の用心を心がけ、楽しい大晦日やお
正月など、よいお年を過ごしてください！

奈良県広域消防組合 吉野消防署　☎0746（32）1011　IP 0746（39）9107　FAX 0746（32）0130

大掃除をきっかけに
　　防火対策を行いましょう！

舞
台
照
明
装
置
の
火
災
に

注
意
し
ま
しょ
う
！

い
よ
い
よ

師
走
だ
ね
！

12
月
４
日
〜
10
日

は
、
人
権
週
間
だ

み
ん
な

が
ん
ば
っ
て

　
　
　
る
ね

イ
ベ
ン
ト
や

研
修
会
に
も

参
加
し
た
い

ね
！

し
わ
す

け
ん

ひ
と
り
で

つ
ら
い
思
い

を
し
て
い
る

人
を
な
く
し

た
い
ね

新
し
い
年
も

い
の
ち
を

大
切
に

　
し
た
い
ね

み
ん
な
が

輝
く
年
に
し
よ
う

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ

お
も

ひ
と

あ
た

た
い

か
が
や

と
し

せ
つ

と
し

し
ゅ
う

さ
ん
か

学
ん
で
、知
る
こ
と
か
ら
、

行
動
を
お
こ
せ
る
ん
だ

ま
な

こ
う
ど
う

し

か
い

じ
ん
け
ん
し
ゅ
う
か
ん

　「
男
は
泣
い
て
は
い
け
な
い
・
感
情

を
見
せ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

　そ
の
価
値
観
は
、
周
囲
と
の
円
滑
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
妨
げ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　家
庭
や
仕
事
で
よ
り
よ
い
人
間
関
係

を
作
る
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
う
ま
く
と
る
コ
ツ
を
こ
の
講
座
で

学
び
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】
令
和
２
年
１
月
18
日
（
土
）

14
時
～
16
時

【
講
師
】
福
江

　敬
介
さ
ん
（
精
神
保

健
福
祉
士
・
シ
ニ
ア
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）

【
場
所
】
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー
３
階

講
座
室
（
近
鉄
奈
良
駅
徒
歩
５
分

　

ひ
が
し
む
き
商
店
街
内
）

【
対
象
・
定
員
】
男
性
・
30
名

【
受
講
料
】
無
料

【
申
込
締
切
】
令
和
２
年
１
月
15
日
必

着

　先
着
順

【
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
】
奈
良
県
女

性
セ
ン
タ
ー（
奈
良
市
東
向
南
町
６
）

℡
０
７
４
２‐

２
７‐

２
３
０
０

　好天に恵まれた11月10日（日）、教育委員会・スポー
ツ推進委員会主催による「歩け歩こう大会」が開催され、
スタッフを含む25名が参加しました。
　今回のコースは、本村前鬼林道ゲートから前鬼小仲坊
を経由し、トチノキ巨樹群までを歩きました。
　不動七重の滝で記念撮影を終えた後、前鬼林道ゲート
前から秋の紅葉を満喫しながら、ゆるやかな上りを歩き、
小仲坊では、最後の宿坊管理人である五鬼助義之さんよ
り前鬼にまつわるお話を聞かせて頂きました。貴重な機
会のため、参加者のみなさんは興味深そうに聞き入って
いました。
　昼食は日当たりのよい小仲坊周辺で摂り、その後は世
界遺産大峯奥駈道の石畳や山道を歩き、トチノキ巨樹群
を目指しました。
　到着後は、皆さん思い思いに散策し、幹回り10ｍを
超すものや、樹齢数百年のトチノキを見上げ、トチノキ
巨樹群の雄大さに感動していました。

家
庭
や
職
場
で
生
か
す

男
性
の
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

｢歩け歩こう大会｣
　大峯奥駈道前鬼を歩く

不動七重の滝での記念撮影
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舞
台
照
明
装
置
が
原
因
の
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
舞
台
照
明
装
置
は
適
切
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

•
器
具
の
取
付
は
大
丈
夫
で
す
か
？

•
舞
台
演
出
以
外
の
用
途
に
使
用
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

•
燃
え
や
す
い
も
の
が
近
く
に
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　「
防
火
物
品
」
で
あ
っ
て
も
年
数
が

経
過
し
て
い
れ
ば
簡
単
に
燃
え
る
こ
と

が
あ
り
、
舞
台
幕
・
ど
ん
帳
も
注
意
が

必
要
で
す
。

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
吉
野
消
防
署

警
防
課 

調
査
係

☎
０
７
４
６―

３
２―

１
０
１
１

　今年もいよいよ終わりが近づいてきました。年末年始は火気を扱う機会が増えるため、全国的に
も火災が発生しやすくなる時期です。年末年始の大掃除をきっかけに、身の回りの防火対策につい
て見直しましょう。

コンセント周辺の清掃
　冷蔵庫やテレビ、洗濯機などの大型家電製品の裏側など、長年使い続けているものや普段掃
除しない場所では、ホコリが溜まりやすくなっています。このホコリがコンセントとプラグの
隙間で漏電し、発火することがあります。これをトラッキング現象といいます。
　電源プラグを抜き、乾いた布でホコリを取り除いたり、トラッキング現象防止機能が備わっ
たプラグやタップに変更するなどの対策をとりましょう。

建物周辺の整理
　毎年、火災原因の上位には「放火」、「放火の疑い」が入っています。
　建物周辺には新聞紙やダンボールなどの燃えやすいものは置かず、放火させない環境を作り
ましょう。

住宅用火災警報器の点検
　住宅用火災警報器は正常に作動していますか？
　耐用年数は約10年ですので、設置から10年以上経過しているご家庭は、交換を検討してく
ださい。また、この際に電池切れ等がないかも確認しましょう。

　以上の点を参考に皆さんで防火対策を行いましょう。
年末年始は休日も多く、気の緩みやすい時期でもあります。火の用心を心がけ、楽しい大晦日やお
正月など、よいお年を過ごしてください！

奈良県広域消防組合 吉野消防署　☎0746（32）1011　IP 0746（39）9107　FAX 0746（32）0130

大掃除をきっかけに
　　防火対策を行いましょう！
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台
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　「
男
は
泣
い
て
は
い
け
な
い
・
感
情

を
見
せ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

　そ
の
価
値
観
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周
囲
と
の
円
滑
な

コ
ミ
ュ
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ケ
ー
シ
ョ
ン
を
妨
げ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
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　家
庭
や
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事
で
よ
り
よ
い
人
間
関
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た
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に
、
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ュ
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ケ
ー
シ
ョ
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う
ま
く
と
る
コ
ツ
を
こ
の
講
座
で

学
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ま
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【
日
時
】
令
和
２
年
１
月
18
日
（
土
）

14
時
～
16
時

【
講
師
】
福
江

　敬
介
さ
ん
（
精
神
保

健
福
祉
士
・
シ
ニ
ア
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）

【
場
所
】
奈
良
県
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性
セ
ン
タ
ー
３
階

講
座
室
（
近
鉄
奈
良
駅
徒
歩
５
分

　

ひ
が
し
む
き
商
店
街
内
）

【
対
象
・
定
員
】
男
性
・
30
名

【
受
講
料
】
無
料

【
申
込
締
切
】
令
和
２
年
１
月
15
日
必

着

　先
着
順

【
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
】
奈
良
県
女

性
セ
ン
タ
ー（
奈
良
市
東
向
南
町
６
）

℡
０
７
４
２‐

２
７‐

２
３
０
０

　好天に恵まれた11月10日（日）、教育委員会・スポー
ツ推進委員会主催による「歩け歩こう大会」が開催され、
スタッフを含む25名が参加しました。
　今回のコースは、本村前鬼林道ゲートから前鬼小仲坊
を経由し、トチノキ巨樹群までを歩きました。
　不動七重の滝で記念撮影を終えた後、前鬼林道ゲート
前から秋の紅葉を満喫しながら、ゆるやかな上りを歩き、
小仲坊では、最後の宿坊管理人である五鬼助義之さんよ
り前鬼にまつわるお話を聞かせて頂きました。貴重な機
会のため、参加者のみなさんは興味深そうに聞き入って
いました。
　昼食は日当たりのよい小仲坊周辺で摂り、その後は世
界遺産大峯奥駈道の石畳や山道を歩き、トチノキ巨樹群
を目指しました。
　到着後は、皆さん思い思いに散策し、幹回り10ｍを
超すものや、樹齢数百年のトチノキを見上げ、トチノキ
巨樹群の雄大さに感動していました。

家
庭
や
職
場
で
生
か
す

男
性
の
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

｢歩け歩こう大会｣
　大峯奥駈道前鬼を歩く

不動七重の滝での記念撮影
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　村内イルミネーションを継続するため、今年から実行団体「キナリエの会」が発足しました。村
民手作りのイベントを目指し、イルミネーションを通じて皆さまのつながりの場になればと考えて
おります。
　セレモニーは12月21日(土)を予定しておりますが、飾りつけ等イベント開催まで村民の皆さま
のご協力・ご参加をよろしくお願いします。
〈飾り付けイベントについて〉
日　　　時：12月14日(土)　午前９時から　※雨天の場合は12月15日(日)
場　　　所：下北山スポーツ公園 入口駐車場付近
お問合せ先：☎０７４６８－５－２１０１

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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